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■9/15～17　3日間とも、「ぶんぶんウォーク2012」に参加しました
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★9/15（土）武蔵国分寺公園森のライブ一日目、ギターの能勢祥二郎さん率いる「能勢グループ」に、エスニック・キッチンのパーカス・キムラ急きょトラで参加。午前10時から公園事務所会議室でリハ、午後2時から本番。フルート、ソプラノサックス、テナーサックスの三管にギター、ウッドベース、タイコの編成で、ジャズ系のオリジナル・ナンバーが中心。牧歌的でメロディアスな曲など、三管の和声が美しく、とても素敵な音楽でした。ビートの効いた曲もあるので、パーカス・キムラは普段のセットに改造14''バスドラを追加して臨みました。
★9/16（日）お鷹の道沿い史跡の駅「おたカフェ」にて、「篠笛と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」を上演。（畑中久美子の篠笛ソロ＆語り+鳴り物）午前11：00～11：50

史跡のど真ん中で武蔵国分寺を語り、奏でました。
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★9/17（月・祝）　武蔵国分寺公園南側エリアにて、「音楽と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」を上演。（エスニック・キッチンのアンサンブル＆語り）午前11：00～11：50　

台風の影響で時々雨が降るあいにくのお天気。テントの中での演奏となりました。演奏の途中も雨が断続的に降りましたが、ピクニックシートに座ったお客様の大半が、傘をさしたまま動かずに聞いてくだささり、ありがたいやら申し訳ないやら。聞いてくださったみなさま、本当にありがとうございました。
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■10/13（土）、岩本町Eggman tokyo eastでのＲＯＳＳＡライブに、木村＆畑中がゲスト出演しました！ 
★合同バンドＥＳＳＡ－Ｈoiの相方であり、しばしば一緒に演奏活動をさせていただいているＲＯＳＳＡは、バイオリン・ギター・カホンの三人組、都内のライブハウスで大活躍中。10/13岩本町Eggman tokyo eastでの3回目のＲＯＳＳＡライブにエスニック・キッチンがゲストでお誘いをうけました。サックス畑中は仕事で出られませんでしたが、パーカッション木村と篠笛畑中は出演させていただき、エスニック・キッチンはめでたく都会デビューを果たしました！多摩方面から遠路お越しくださったお客様もいらして、本当にありがとうございました。
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田中一夫：ギター＆サズ、渡辺かおる：バイオリン、村上智：カホン、畑中久美子：篠笛、木村草彦：perc. 
Set List　1.朱鷺色の空　　2.風　　3.藍色の時間　（以下ゲスト参加）4.川の流れのごとく　5.ナイトダンス　6.異国風の踊り　7.フェリアフェスタ


★岩本町Eggman tokyo eastは音響も照明も素晴らしく、とてもいい気分で演奏させていただきました。最初の3曲はＲＯＳＳＡオリジナル曲をＲＯＳＳＡのみで演奏。4曲目から木村・畑中が加わり、ナイトダンスと異国風の踊りはエスニック・キッチン曲、川の流れのごとくとフェリアフェスタはＲＯＳＳＡ曲。5人のサウンドの混じり具合がとても気持ちよかったです。打ち上げは神田駅前の日高屋。みんないい顔で食欲モリモリ。
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＜お問い合わせ＞　電子メール：kumihatanaka@gmail.com　　畑中久美子
■結成5周年記念、東北応援ＣＤ　目標の100枚までもう一息！
★「音楽と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」　[image: image8.jpg]


オリジナル組曲「武蔵まほろば」に“歴史語り”（ナレーション）を組み合わせて再構成した作品を8/1にリリース。これまでに約80枚お買い上げいただき、目標の100枚（売り上げ5万円）までもう一息。
歴史の重層地帯、武蔵国分寺を題材とした“自然と歴史の音楽絵巻”

～泉湧く豊かな森に育まれた縄文時代。遥かなるシルクロードをたどって 様々な異国文化が押し寄せた天平時代。武蔵国分寺いにしえの風を音楽にのせて～

頒布価格：500円　制作費はエスニック・キッチンが全額負担。売上全額を東北復興支援の義捐金として寄付します。集計結果・寄付先などは季刊誌「エスニック・キッチンnews」やホームページ等で公表します。
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■10/27（土）国分寺市市民文化祭音楽祭に参加します
★10/27（土）、10/28（日）の二日間にわたり、いずみホール（ＪＲ西国分寺南口駅前）にて国分寺市市民文化祭「音楽祭」が開催されます。
エスニック・キッチンは「音楽と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」の15分短縮バージョンを上演。オリジナル曲「万葉の風」「蓮花」「異国風の踊り」の3曲を“歴史語り”でつなぎます。
10/27（土）午前11時開演。エスニック・キッチンはトップバッター、11：05～11：20の出演です。
＜お問い合わせ＞　電子メール：kumihatanaka@gmail.com　　畑中久美子




エスニック・キッチンWebサイト:　http://blog.livedoor.jp/ethnickitchen/　　








エスニック・キッチンWebサイト:　http://blog.livedoor.jp/ethnickitchen/　　








＜演奏＞





畑中久美子（篠笛・バラフォン・語り）


畑中武（アルトサックス・中国瓢箪笛・壷太鼓・鳴り物）


木村草彦（パーカッション）








エスニック風味のオリジナル曲は篠笛・サックス・打楽器など和洋の楽器を取り混ぜ、さらに世界の民族楽器を取り込んだジャンル不明の癒し系不思議サウンド。








＜お問い合わせ・ご注文＞　


電話・FAX：042-328-8550　


メール：kumihatanaka@gmail.com


畑中久美子


※出前演奏もいたします
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＜曲目＆ミニ解説＞





1.イントロダクション





2.万葉の風・・・・・・・・・・史跡の上には今も万葉の時代と同じ風が吹き渡り、いにしえの面影を運んで来るようです。





3.朝もや・・・・・・・・・・・・朝霧に包まれた幻想的な光景から、国分寺崖線の一日が始まります。





4.Uki-Uki水汲みウォーク・・・ハケ上に住み着いた縄文人たちが水を運んで行く足取りはこんな感じだったでしょうか。





5.蓮花・・・・・・・・・・・・・・釈尊の誕生の際、蓮の花が開いて、その瞬間の到来を告げたそうです。





6.泉に来たりて・・・・・・・真姿の泉（ますがたのいずみ）の名の由来ともなった玉造小町伝説にちなんだ曲。





7.時の回廊・・・・・・・・・・史跡を巡ると、ひとつ、またひとつと時の扉が開かれます。





8.異国風の踊り・・・・・・・天平寺院の法会で奉奏されたという大陸風の音楽と踊りをイメージ。





9.十三夜～月下の舞～十三夜・・・真姿の池の水面に映る月が風に砕かれる時、この地に宿る精霊たちが目覚め・・。





10.まほろば・・・・・・・・・・この先も、この地が平和で平穏な場所であり続けるようにと祈りを込めて。














